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研究要旨 

非血縁者間同種造血幹細胞移植における、骨髄と末梢血幹細胞を移植源とすることによる移植

成績を比較検討することで、非血縁者間における造血幹細胞移植を最適化する。移植登録一元

管理プログラム(TRUMP)に登録された、非血縁者間同種造血幹細胞移植の移植の成績を、後

方視的に解析することを予定している。 

本邦において、非血縁者間同種造血幹細胞移植における骨髄移植 vs 末梢血幹細胞移植の、前

方視的な無作為割り付け試験が困難な状況から、後方視的な検討による、非血縁者間同種末梢

血幹細胞移植の成績解析は、重要な臨床的意味を持つ。 

  

Ａ. 研究目的 

非血縁者間同種造血幹細胞移植における、骨髄と末梢血

幹細胞を移植源とすることによる移植成績を比較検討

することで、非血縁者間における造血幹細胞移植を最適

化する。 

 

Ｂ. 研究方法 

移植登録一元管理プログラム(TRUMP)に登録された、 

非血縁者間同種造血幹細胞移植において、骨髄移植と末

梢血幹細胞移植の成績を、後方視的に解析する。 

＜倫理面への配慮＞ 

TRUMPデータは、匿名化されている。 

 

Ｃ. 研究結果 

症例蓄積を重ねている。 

 

Ｄ. 考察 

本邦において、非血縁者間同種造血幹細胞移植におけ

る骨髄移植vs末梢血幹細胞移植の、前方視的な無作為

割り付け試験が困難な状況から、後方視的な検討によ

る、非血縁者間同種末梢血幹細胞移植の成績解析は、

重要な臨床的意味を持つ。 

 

Ｅ. 結論 

非血縁者間同種造血幹細胞移植における、幹細胞ソース

による移植成績への影響について、継続的に検討する必

要がある。 
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